
日 本 刺 繍 の 歴 史 的 考 察

奥 平 志 づ 江

ユ.ま え が き

縫い取 りに よって布畠に装飾を施す剌繍の技

法は東洋では紀元前千年頃モンゴルで,西 洋で

は紀元前三千年頃エジプ トで始まったと伝 えら

れているが,日 本刺繍の最古の作品として現存

す るものは飛鳥時代(621年)の もので あ る。

その発展過程についてみると西洋では貴族階

級,主 として宮廷における婦人の趣味,教 養と

して継承されてきたのに対 し,東 洋では専門的

技芸職人による職業 として発展 してきた様であ

る。然 し初期の作品は何れも布帛に繍仏を像っ

た宗教的なものであることは一致 している。以

下おもに 日本剌繍の現存する作品について時代

を追 って 紹 介 し,併 せ て ヨ ー ロ ヅパ 剌 繍 の流 れ

と比較 考 察 して み た い 。

2.日 本刺繍の代表的作品について

(1)飛 鳥時代(400年 ～710年)

剌繍はこの時代に,他 の文物と共に支那から

日本に渡来 したもので,日 本における最も古い

剌繍作品として,中 尊 寺 蔵 の 「天寿国曼茶羅

繍」(写真1)が ある。これは聖徳太子の妃が太

子の死をしのんで,天 寿国の浄土の図を想像し

て,621年 に侍女達に作 らせた もの で,信 仰と

聖徳太子の追慕の情をよく表現 した荘重な作品

である。色糸は濃淡の黄,茶,紅,臙 脂,緑,

藍,紫 などを使い,平 繍,纒 い繍,絡 み繍の手

天寿国曼茶羅繍張(写 真1)
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法によって美 しく繍われている。

(2)奈 良時代(711年 ～794年)

この時代の剌繍作品として正 倉院 御 物(756

年)「 花樹孔雀文剌繍」(写 真2)が ある。これ

は幡(は た)の 残欠で,刺 繍の文様にも,し ぼ

り染による線のぼかしにも,天 平文化の一端を

忍ばせるものがあ り,紫 の綾地に,上 部には花

園に遊歩する孔雀を,下 部には花樹 一 株 を配

し,黄,緑,紫,赤,縹(は なだ)色 等の濃淡

の緑が紫の綾地 と調和 して華麗な作品である。

繍の手法はこの時代に多い平繍が主で,草 花の

花樹孔雀文刺繍(写 真2)

茎などには鎖繍を用い,そ の他技術的にむつか

しい両面繍を交えている。

(3)平 安時代(794年 ～1185年)

この時代の代表的作品 として刺繍 「釈迦説法

図」(写 真3)を あげることが出来る。これ は

全体が鎖繍 と玉繍で繍われてお り,釈 迦の突 き

出 した腕や胸,肩 の筋肉の盛上 った逞しさを繍

釈 迦 説 法 図(写3真)

の方向に よって立体的に力強 く表現 したみ ごと

な説法図である。

(4)鎌 倉時代(1186年 ～1333年)

この時代には多 くの新興仏教が興 り,仏 教全

体が活気づいたため,仏 教的色彩の濃い作品が

数多 く遺されている。

その代表的剌繍作品には 「普賢十羅刹女像繍

図」(宝 厳寺蔵)「 阿弥陀来迎図」(東 京国 立 博

物館蔵)「 種子阿弥陀三尊」(当麻寺蔵)が ある

が,こ れ らの特色は故人の遺髪をまぜて刺繍し

た,所 謂る 「髪繍」といわれるものである。

(5)室 町時代(1334年 ～1573年)

この頃中国では元が亡び明朝が樹立されて蒙

古人の支配から再び漢民族の手に復帰 したため9'

明朝の文化が日本の刺繍に も大きく影響 して,

この時代の作品には中国的な幅 と厚みを加}た

華やかなものが多い。染織技術 も急速に進み,

「名物裂」が多 く作 られたのもこの頃である。
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刺繍十六羅漢像(写 真4)

金糸を交}た 色糸で花鳥模様を豊かに

繍い現 した所謂 「明繍」は当時の寺院

の打敷や法衣に用い られてお り,桃 山

時代の 「縫箔」の技法 もこの頃に始ま

る。

「剌繍十六羅漢像」(写真4)は 当

時の有名な作品の一つである。

(6)安 土,桃 山時代(1574年 一1603

年)

この頃より繍仏は見 られな くな り,

剌繍は主 として衣裳の装飾に用いられ

るようになった。刺繍の題材 としては

宗教的色彩のない自然の風物,人 物が

選ばれ,そ の模様には豪華な意匠を こ

らした ものが多 く見 られる。その当時

の作品に 「白地竹に扇,尾 長鳥模様繍

箔の能装束」(写 真5)が ある。 これは

竹の地紋の綸子地に金の摺箔が一面に

施 してあ り,そ の上に尾長鳥(中 国的な鳳凰を

日本的な可愛い小鳥に変えた想像の鳥)と,扇

中に雲形や細い麻の葉を網 目菱つぎなどで繍っ

てある美 しい作品である。

(7)江 戸時代(1604年 ～1867年)

江戸期は桃山染織の発展期 ともいわれ,繍 よ

りも染を主体とした作品が多く,桃 山風の図柄

がすべてに見 られ,屋 内外の遊宴にいろいろな

色彩を施 した精巧な絞 りや刺繍の小袖を衣裄に

かけた り,綱 に渡 して小袖幕にするなど環境装

飾に華美を誇る風があった。「納戸綸子地 熨 斗

文様絞繍小袖」(写 真6)は 江戸期の作 品 で,

鮮かな藍色の中に瑠璃色の絞 り染がしてあ り,

その周囲を細かい繍で柔 らか く自然にぼかした

美 しい小袖である。

江戸中期に至 って刺繍は漸 くワキ役的にな り詞

桃山期に見る様な主体的な図柄の展開は見 られ

なくな った。「縮緬地源氏物語文様加賀友禅繍

白地竹に扇尾長鳥模様繍箔の能装束(写 真5)
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継戸綸子地熨斗文様絞縞小袖(写 真6)

源氏物語文様加賀友禅染小袖(写 真7)

小袖」(写 真7)に は上半身に散 らさ れ た

若紫(わ かむ らさき)箒 木(は はきぎ)空

蝉(う つせみ)紅 葉賀(も みじが)未 摘花

の文字が若草色と金茶色とに よって平繍で

刺繍されている。下半身には海辺の柔い絵

画風の模様で表現して,上 半身の漢字や図

型の堅い感 じを補 う等,意 匠構成のた くみ

さがうかがわれる。配色も多 く,刺 繍 も繊

細な針足で 「まつい繍」「繍切 り」の 手 法

を使いわけてお り,す ば らしい 作 品 で あ

る。徳川幕府は治世の基礎が固まるにつれ

て格式によって律 しようとする政策をとっ

たため,そ の傾向が刺繍の上にも波及 し,

次第に独創的な図柄は影をひそめてきた。

しかしこれに抗 して富裕な町人はその慾求

不満のはけ 口を贅沢趣味に向け,消 費の対

象に高価な剌繍の衣裳を密かに用いる者が

多 くなった。 この頃の徳川大奥では,御 台

所の御召物に総繍取 りの贅をつくした華麗

な ものが多 く見 られる。江戸末期の刺繍作

品 「白綸子地花丸文様繍振袖」(写 真8)は

草花や樹木を円に形 どった花の丸の模様を

繍いとってある。 これは日本刺繍の特色あ

る優れた文様の一つで 「鹿の子の感じを剌

繍で表現 してあ り,明 治初期のものかと思

われる程新 しさを感 じさせるが,茶 の剌繍

糸が一部抜け落ちている点か ら天然染料で

染めた糸であろ うと考え られるので,や は

り江戸末期のものである。

(8)明 治 以 後

以後明治時代に入 って急速に化学染料

が発達 したため,染 織技術 とともに刺繍の

様式 ・構図は大 きく変化し,天 然染料を用

いた伝統的なものより,全 く新 しいものが

続 々と輩出し,実 に多種,多 彩,百 花撩乱

の状態となった。
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図柄は全体的に剌繍を施 した ものより部

分的で離散 した個別的なものが多 くな り,

技法も昔なが らのオーソドックスのものか

ら大きく脱皮 して,画 期的 ・独創的のもの

がふえ,肉 入れなどを施 して立体感を出し

た り,魚 ・鳥の目等にガラス玉をつける等

数多 くの新 しい技法が見 られるようになっ

た。何といっても手工芸全般において,明

治時代ほど職人の腕が技術的に冴}た 時は

なかったといわれる。大正,昭和 となって,

好,不 況の景気の波 とともに染織や刺繍の

模様 ・意匠も,時 には華麗な桃山風や元禄

風 のものが復活 した り,簡 素なものに衰退

した りして,幾 度か変遷をくり返 してきた

が,ま た一面生活様式の変化 とともに西洋

の図柄 ・技法 ・素材を適当に織 りまぜた独

創的なものも増々殖えてきたようである。

3.ヨ ーロッパ剌繍について

ヨ ー ロ ッパ 剌 繍 の起 源 は エ ジ プ トの コブ ト時

代(4～7世 紀)の 繍 で あ る。 コブ トの剌 繍 は

ピサ ソ テイ ン帝 国 の刺 繍 か ら寺 院 手 芸 へ と受 け

つ が れ てい った が,そ れ らは キ リス トの生 涯 や

聖 人,聖 書 物 語 な どを モ チ ー フ と した 最 初 の も

の で,ヨ ー ロ ッパ 剌 繍 の伝 統 を 形 成 して い る。

ユ3世紀 頃 よ り ヨー ロ ッパ 各 地 で修 道 会 が生 ま れ,

尼 僧 院 で は 剌 繍 を 主 体 とす る手 芸 が 盛 に な っ

た 。 僧 院 手 芸 は 神hへ の奉 仕 及 び 伝 道 のた めに,

キ リス ト教 の種 々 の伝 説,聖 人 伝 な どを テ ーマ

と して 僧 侶 の 法 衣 や 祭 壇 の覆 い,掛 布 な どに 剌

繍 を 施 した も ので,中 世 芸 術 の一 つ に 数 え られ

る。 僧 院 手 芸 は16世 紀 ま で続 い て 中世 刺 繍 の黄

金 時 代 を つ くった 。 中世 の ヨー ロ ッパ剌 繍 の も

う一 つ の 流 れ は ア ング ロサ ク ソ ソ人 の手 に な る

ス カ ソ ジ ナ ビァ の それ で,代 表 的 な ものに は11

世 紀 に 作 られ た 「マ チ ル ド女 王 の タ ピス トリー

(tapestry)」 が あ る。 これ は 幅6m長 さ約7Qmの

白綸子地花 丸文 様繍振袖(写 真8)

細長 い麻 布 に,ヘ ー ス チ ソ グの 戦 い(1066年)

ノ ルマ ソジ ー公 ウ ィ リア ムの イ ン グ ラ ソ ド

征 服 の戦 争 を テ ー マ に した絵 巻物 の よ うな

体 裁 の剌 繍 で,現 在 フ ラ ンス の バ イ ユ ー美 術 館

に保 存 され て い る 。11世 紀 以 後 剌 繍 は全 ヨ ー ロ

ッパに 伝 わ り,特 に イ タ リア,フ ラ ンス,ド イ

ツ,イ ギ リス,ス ペ イ ンで盛 に な った が上 流 婦

人 の必 須 の嗜 み と さ れ,王 妃 や 女 王 が 自 ら宮 廷

の待 女 た ちを 指 導 して刺 繍 作 品 を 作 った。 中 世

の刺 繍 は宗 教 的 な意 匠 の寺 院 装飾 が 多 か った が,

ル ネ ッサ ンス 以 後 は一 般 室 内 装 飾 に も移行 し,

カ ー テ ソ,壁 掛,家 具 覆 い等 に広 く用 い られ る

よ うに な った 。 フ ラ ソス で は刺 繍 は十 字 軍 に よ

っ て伝}ら れ,発 展 して16～17世 紀 に は黄 金時

代 を迎 え た。 フ ラ ソス刺 繍 は ダマ ス コ(dam-

ask)や ブ 戸ケ ー ド(brocade),ベ ルベ ッ ト(ve1・

vet)な どに 金 糸 や 色 糸 で剌 繍 した もの で 当時 は

主 と して 宮 廷 人 の 衣 服 に 用 い られた 。 金 糸 で繍
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った所 謂 「ゴ ー ル ド ・エ ソプ ロイ ダ リー」(gold

embroidery)は そ の一 つ で繍 に よっ て着 用 者 の

階位 や 権威 を 示 す 興 味 深 い も の で あ る。18世 紀

に な る と ヨ ー ロ ッパ 刺 繍 は ロ コ コ時 代 の 風潮 を

反 映 して華 美 な様 式 に 変 っ て きた 。 当 時 の フ ラ

ソス で は ボ ンバ ドール 夫 人 が刺 繍 の流 行 の 作 り

出 し手 とな っ て,リ ボ ソ刺 繍 な ど新 しい技 法 を

あ み だ した 。 しか し1789年 フ ラ ンス 革 命 が 起 き

る と宮 廷 や教 会 を 飾 っ てい た ヨ ー ロ ッパ剌 繍 作

品 の大 部 分 が 壊 され 消 失 して,衣 服 を刺 繍 で飾

る こ と も次 第 に 少 くな り,19世 紀 に な って染 模

様 を主 体 とす る もの に変 って きた よ うで あ る。

4.む す び

日本 剌 繍 の流 れ を 各時 代 の 作 品 に つ い て追 っ

て見 る とき,絹 の素 材(糸 ・織 物)の 上 に発 展

して来 た こ とが わ か る。 ヨ ー ロ ッパ の剌 繍 は古

くニ ジ プ トに 発 祥 して,ロ ーマ 文化 と と もに ヨ

ー 旨 ッパ各 地 に伝 播 した もの で あ るが
,素 材 は

麻 に 始 ま っ て お り,絹 を 用 い る よ うに な った の

は 中 国,日 本 よ り大 分 後 れ て い る。 この こ とは

剌繍の技法が西より東に伝播 して,絹 文化(織

物 ・染色)の 発展とともに 日本において華やか

に開化 したことを考えさせる。又構図(図 柄),

用途は仏教 とキ リス ト教の相異は別として,何

れも宗教的なものに始まり,次 第に室内,衣 裳

の一般装飾用に発展してきたことは洋の東西を

問わず同様である。

技法の変遷について見た場合,図 柄や構図の

変化のわ りに,基 本的なものは永い間変 らなか

ったと思われるが,今 後は染色,織 物,絵 画,

手芸材料,技 法と融合発展 して複雑な形態に変

わ ってゆくことが予想 される。
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